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25. 塚田正範、シースサイズアップによる peripheral cutting balloon回収法．第 59

回日本小児循環器学会・学術集会，横浜，2023.7.6-7.8 

26. 堀口祥 右肺動脈上行大動脈起始症に対する二期的修復、第 59回日本小児循環器

学会総会・学術集会、横浜、2023.7.6 

27. 楡井淳, 佐藤大祐, 桑原春洋, 田中雅人, 庄司圭介, 小林玲. 早産児における臍

帯動脈炎と周産期脳損傷との関連および臍帯血予測マーカーの検討. 第 59 回日本

周産期新生児学会. 名古屋市. 2023.7.9 

28. 田中雅人、佐藤大祐、桑原春洋、楡井淳、庄司圭介、小林玲 母体アナフィラキシ

ーショックの 6 時間後に出生し神経学的所見に乖離がみられた新生児低酸素性虚

血性脳症 第 59回 日本周産期新生児学会．名古屋 2023.07.09-11 

29. 大野武. 中耳炎加療中に生じた低血糖,けいれん重積発作についての検討. 第 57

回新潟小児神経学研究会.新潟市, 2019.7.13 

30. 田中雅人、為我井加菜、谷知行、林雅子、楡井淳、庄司圭介、小林玲 血尿、哺乳

不良を契機に発見された腎動脈狭窄症 第 33 回 新潟周産期母子医療研究会．新

潟 2023.07.22 

31. 橋尻明日実. 点状出血の増加で気付かれた先天性サイトメガロウイルス（CMV）感

染症の一例. 第 33回新潟周産母子研究会学術講演会. 2023.7.22 



32. 相澤悠太. 原発性免疫不全症 (Basic core lecture). 第 50 回日本マススクリー

ニング学会学術集会, 新潟, 2023.8.25 

33. 澤野堅太郎．他 LC-MS/MS法で 17OHP偽高値と判断し得た Beckwith-Wiedemann症

候群の一例．第 50回日本マススクリーニング学会学術集会．新潟、2023/8/25-26 

34. 稲葉聡.ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群(SSSS)との鑑別を要した先天性表皮水疱症

の一例. 第 74回北日本小児科学会. 新潟市, 2023.9.8-9. 

35. 熊倉俊一 新潟県内における総合病院の食物経口負荷試験の実施状況についての

検討．第 74回北日本小児科学会，新潟，2023.9.8-9 

36. 相澤悠太.新潟県の小児 COVID-19 対策を振り返る ～大学の立場から～（シンポジ

ウム）. 第 74 日北日本小児科学会, 新潟, 2023.9.8 

37. 相澤悠太.HPV ワクチンの接種スケジュールと予防接種ストレス関連反応への対応

（モーニングセミナー）. 第 74回北日本小児科学会, 新潟, 2023.9.9 

38. 村井英四郎．オマリズマブ定期投与によりコントロール良好な小児喘息児のオマリ

ズマブ終了時期についての検討．第 74回北日本小児科学会，新潟市，2023.9.9 

39. 桑原春洋, 胎児期腎盂拡大症例における出生後短期予後の検討, 第 74 回北日本小

児科学会, 2023,9.9 新潟 

40. 額賀愛.心因反応と考えられるアナフィラキシー様発作を繰り返した一例，第 74回

北日本小児科学会，新潟，2023.9.9 

41. 高野世奈. Congenital megaprepuce の一例. 第 74 回 北日本小児科学会. 新潟県

新潟市, 2023.9.9 

42. 田所 宏啓. 門脈体循環シャントによるアンドロゲン過剰症の女児 2 例。第 74 回

北日本小児科学会.2023.9.8-9 

43. 師田和宗、他. 演題名：病初期に Stevens-Johnson syndrome を疑われた川崎病の

１例.第 74回北日本小児科学会.新潟.2023.9.9 

44. 加藤夏生. 機能低下型 SCN5A 遺伝子変異によりⅠ度房室ブロックを認めた兄弟例. 

第 74回北日本小児科学会. 新潟, 2023.9.9. 

45. 石川 純大, 篠原 健, 佐藤 紘一, 佐藤 聖子, 阿部 裕, 齋藤 なか, 吉田 宏. マ

イクロアレイ染色体検査で診断に至った Charcot-Marie-Tooth 病の乳児例. 第 74

回北日本小児科学会, 新潟医療人育成センター, 2023.09.09 

46. 48. 田中英, 坂井知倫, 目黒茂樹, 田中篤. 児童生徒の生活習慣・心身の健康状

態とネット・ゲーム使用状況に関する実態調査を通した学校保健活動への医療機関

としての支援. 第 41回日本小児心身医学会学術集会. 和歌山県田辺市. 2023.9.15.

（最優秀演題賞授賞） 

47. 久保暢大．Baller-Gerold 症候群に合併した骨肉腫の化学療法．第 65 回小児血液

がん学会．札幌．2023.9.29 

48. 笠原靖史. 小児がん治療後の長期フォローアップ中に発見された限局性結節性過



形成の 6例. 第 65回日本小児血液・がん学会学術集会, 札幌市, 2023.9.29-10.1 

49. 楡井淳, 林雅子, 谷知行, 田中雅人, 庄司圭介, 小林玲, 齋藤昭彦. 両側乳び胸

により胎児水腫をきたしたトリプル X症候群の 1新生児例. 第 68回日本人類遺伝

学会. 東京. 2023.10.13. 

50. 田所 宏啓. 低身長を契機に発見された Stickler症候群の1例.第 56回日本小児内

分泌学会.2023.10.19-21 

51. 小林悠．摂食誘発性てんかん性スパズムを認めた PURA関連神経発達異常症の 1例．
第 56回日本てんかん学会学術集会．東京，2023.10.19-21. 

52. 田所 宏啓. 月経不順を契機にみつかったテストステロン著明高値の女児例.第 33

回内分泌 UP TO DATE 2023.11.3-4 

53. 山崎 肇 .  新生児期から神経学的異常を認めた HDR（hypoparathyroidism, 
sensorineural deafness, and renal dysplasia）症候群の 1 例. 第 67 回日本新生児成

育医学会・学術集会. 横浜市. 2023.11.2-4 

 
 
公開講座，その他の講演 

1. 田所 宏啓.10歳女児 下肢痛.第 177回新潟市民病院小児科公開検討会(二水会). 

Web 開催. 2023.1.18 

2. 星名潤. 症例報告.令和 5 年度小児在宅療養支援オンライン研修会,新潟

市,2023.1.14 

3. 石川 純大, 篠原 健, 新井 啓, 佐藤 紘一, 佐藤 聖子, 阿部 裕, 齋藤 なか, 吉

田 宏. 当院における小児 COVID-19入院症例のまとめ. 第 120回荘内病院小児科病

診連携研究会, 鶴岡市, 2023.01.26 

4. 澤野堅太郎．脳梗塞をきたした乳児全身動脈石灰化症の 1例．第 14回 信越・北関

東小児内分泌セミナー．長野．2023/2/4 

5. 大野武.West症候群を発症し頭蓋内石灰化および多嚢胞性脳軟化を認めた 1女児例.

第 26回小児神経症例検討会（蔵王セミナー）,Web.2021.2.28 

6. 入月浩美．根性点状軟骨異形成症 2 型（RCDP type 2）への効果．第 9 回一般社団

法人プラズマローゲン研究会．Web．2023.2 

7. 細貝亮介. 血友病小児患者における診療のポイント. Hemophilia Go Forward 

Seminar IV. Web 開催. 2023.3.14 

8. 入月浩美．新潟県における新生児スクリーニングの現状に関して．ライソゾーム病

について考える in Niigata ～新生児スクリーニング編～．Web．2023.3 

9. 久保暢大．Therapeutic targeted surface antigen expression in choroid plexus 

carcinoma cell．The 12th International Society of Radiation Neurobiology 

Conference．新潟市．2023年 3月 



10. 相澤悠太.SARS-CoV-2 とワクチンのアップデート. COVID-19 の 5類移行後の新潟県

小児医療体制に関する情報交換会(web 開催), 新潟, 2023.4.19 

11. 石川 純大, 篠原 健, 佐藤 紘一, 佐藤 聖子, 阿部 裕, 齋藤 なか, 吉田 宏. QT

延長がみられた Rett症候群の 1例. 第 121回荘内病院小児科病診連携研究会, 鶴

岡市, 2023.04.27 

12. 入月浩美．新潟県における Newborn screening の現状．Amicus Web Conference 

Niigata．Web．2023.5 

13. 村井英四郎．食物アレルギー即時型対応について．令和 5年度第 2回 Basic Core 

Lecture，新潟市・ハイブリッド開催，2023.7.8 

14. 石川 純大,小児救急医療講習会 いなば幼稚園  2023.07.14 

15. 石川 純大, 篠原 健, 佐藤 紘一, 佐藤 聖子, 阿部 裕, 齋藤 なか, 吉田 宏. 迅

速な鑑別診断で腸管切除を免れた絞扼性腸閉塞の乳児例. 第 122回荘内病院小児

科病診連携研究会, 鶴岡市, 2023.07.27 

16. 入月浩美．新生児マススクリーニングって何？市民公開講座．第 50 回日本マスス

クリーニング学会学術集会．新潟．2023.8.25-8.26 

17. 入月浩美．新潟県における NBS の update －MPSⅡを中心に－．第 50 回日本マス

スクリーニング学会学術集会．新潟．2023.8.25-8.26 

18. 澤野堅太郎．先天性副腎過形成症の初期対応．第 50 回日本マススクリーニング学

会学術集会．新潟、2023/8/25-26 

19. 石川 純大,鶴岡市立荘内看護専門学校 2年生講義  小児看護方法論Ⅰ  

2023.08.31-2023.10.26 

20. 星名潤.在宅 HFNC 対象疾患について.第 3 回長岡赤十字病院未熟児等ハイリスク児

支援ネットワーク連絡会,長岡市,2023.9.20 

21. 相澤悠太.子どもの風邪への対応. 令和 5 年度新潟県保育士等キャリアアップ研修, 

新潟, 2023.9.26 

22. 太刀川潤. 子どもに多いウイルス感染症（各論）. 令和 5年度新潟県保育士等キャ

リアアップ研修. 新潟市. 2023.9.26 

23. 放上萌美.当院におけるビルトラルセンの使用経験．第 3回新潟県筋ジストロフィ

ーWebセミナー，新潟，2023.9.28 Web 開催 

24. 堀口祥 近年の免疫グロブリン製剤の需要増大が川崎病治療に及ぼす影響、第 40

回新潟小児循環器懇話会、新潟、2023.10.14 

 

 

その他 
1. 村井英四郎．柏崎市立第二中学校医師講話．柏崎市職業講話出前授業，柏崎市，

2023.9.13 



2. 村井英四郎．柏崎市立西山中学校医師講話．柏崎市職業講話出前授業，柏崎市，

2023.9.27 

3. 村井英四郎．柏崎市立北鯖石小学校医師講話．柏崎市職業講話出前授業，柏崎市，

2023.10.18 

4. 村井英四郎．柏崎市立中通小学校医師講話．柏崎市職業講話出前授業，柏崎市，

2023.10.25 

5. 新潟小児糖尿病キャンプ 2023/8/20-22 

 

 
 
［受賞歴］ 

1. 太刀川潤 

研修医・学生部門 奨励賞 第 21 回日本内分泌学会関東甲信越支部学術集会, 新潟

（Web 開催）, 2020.10.05-10.30 

2.  田中英 

第 41回日本小児心身医学会学術集会最優秀演題賞：「児童生徒の生活習慣・心身の

健康状態とネット・ゲーム使用状況に関する実態調査を通した学校保健活動への医

療機関としての支援」 

3. 澤野堅太郎. 

令和４年度新潟大学優秀論文 

Sawano K, Nagasaki K. Carotenoderma with hypothyroidism. Arch Dis Child. 2021 

Nov 12:archdischild-2021-323051. doi: 10.1136/archdischild-2021-323051. 

4. 久保暢大 

新潟大学若手医学研究賞 （2021年 10月 7 日，第 28回みかんの会） 

優秀演題賞（2022年 6月 12 日，日本血液疾患免疫療法学会） 

5. 楡井淳 

ID week 2014. Young Investigator Award. 

 


